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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

魅力ある消防団を目指し、消防団員数の確保を図る。

改革改善

の考え方

①問題

点

　女性消防団の制服（平成13年度準則改正の反映）や活動服の替えなど被服関係における貸与品は不足している。出動

手当を手渡しする等の通達を受けてイベント参加手当を団員配布する必要が生じている。

②改革

提案

　制服は切り替えを行うように検討を重ねてきており、改善に一定の時間をかけ対応したい。活動服についても充実させた

い。内規見直しにより、イベント参加・会議参加においては団員への日当・会議費など手渡しするようにしている。

総事業費①+② 220,532 178,762 185,630

人件費計（千円）② 7,152 7,152

177,715

正規職員所要時間 2,000 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 192,595 158,304 156,383

その他 20,115 20,458 22,095

起債

県支出金

国庫支出金 670

事業費計（千円）① 213,380 178,762 178,478 177,715 （そ）諸収入

25年度予算額 特定財源内訳、補足

20,458

157,257

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1 消防団活動

2 飯伊消防協会への負担

3 活動資機材備品購入

4 退職報償金支給

5 消防団交付金取扱(福祉共済増加分1,000円/1名＝1,395千円含む）

6 第10次消防力（消防団）整備計画に基づく装備品等

７ 消防団員等公務災害補償等共済基金負担金（29,803千円）

８ 消防団安全対策設備整備

９ コミュニティ助成事業（地域活動助成事業1,000千円）

　救急訓練用人形5体、ＡＥＤトレーナー5器による救急・救護訓練の充実

強化

 (消耗品を本事業にて対応し、備品を消防体制強化整備事業にて対応）

1 活動のべ人員

2 負担金額

3 救急訓練機材

4 退職者数

5 交付金額

6 第10次消防力（消防団）整備計

画に基づく装備品等

　安全作業靴

　雨着

　防火衣

　夜行チョッキ

　背負式水嚢型消火用具

　キャップライト

7 公務災害補償基金負担金

8 消防団安全対策施設整備

9 コミュニティ助成事業

　救急訓練用人形

　訓練用AED・対応部品

1     50,000人

2       1,332千円

3　　   　　 0

4  　   　160人

5   105,558千円

6　    2,490千円

       180足

　　　250着

　　　　18着

　　　  60着

　　  　　9器

　　　240個

7　   29,803千円

8　　　　　0

9    　1,000千円

　　　　　5体

　　　　　5式

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１ 消防団活動

２ 消防団員の、災害及び訓練等の活動運営経費及び研修費用、活動を担保する消防団等公務災害補償等共済基金(消防基金)への加入

３ 活動拠点となる詰所の維持管理

４ 消防団員出動手当等の交付金

５ 消防団活動に必要な装備品購入(安全装備品含む)

　(制服・法被などの見直し含む、女性消防団員の制服を新規基準対応させる）

６　消防団記念行事等への参加（消防団１２０年・自治体消防６５周年記念事業ほか）

７　各種イベントへの協力（丘のまちフェスタ、消防ふれあい広場への参加、伊那谷芸術祭ほか）

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

1311 1395

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

消防団員を確保運営する。定数1395（人） 1395

28年度見込み

飯田市の人口（人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

生命・財産を守る

向上させたい上位施

策の成果指標

市民が災害にそなている割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） ①市民の生命財産

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 41 災害対策の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 危機管理・交通安全対策室係等名

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

消防団運営事業

41 事業№ 43 10平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 4 施策№


